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21(月) クラブ(4.5年) 
短縄チャレンジ大会(1.2年) 

22(火) 短縄チャレンジ大会(3.4年) 
23(水) 短縄チャレンジ大会(5.6年) 
25(金)  2学期終業式 給食終  

5時間授業 
26(土) 冬季休業日始～1月 7日(木)まで 

 

 

 

 

 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

１２月行事予定 

 

 

 

 

１月行事予定（前半） 

 
 
 

 
 

 ～ やさしさ  かしこさ  たくましさ ～ 

1(火)  5.6年生保護者会 5時間授業(5.6年) 
3(木) 1.2年生保護者会 お米脱穀体験（5年） 
4(金) 5時間授業 読書旬間終 
7(月) 3.4年生保護者会 短縄旬間始 
8(火)  4時間授業 

    (4年 2組のみ研究授業のため 5時間授業) 
10(木) 歯科検診(5.6年、4-3) 
11(金)  6年 上石神井中学校見学会(5.6校時) 
12(土)  学校公開 月曜時間割 4時間 
      1年 防犯教室 

14(月) 1年  保育園交流 1年以外５時間授業 
15(火) 1年 保育園交流 
16(水) 避難訓練 
18(金)  短縄旬間終 
19(土)  土曜授業日（学校公開なし） 
    6年 お琴体験教室 

 

「世界人権デーに寄せて」 

                      校 長   井口  洋 

 

１２月１０日は世界人権デーです。「世界人権宣言」が、基本的人権及び自由を尊重するために、

世界の全ての人々と全ての国々とが達成すべき共通の基準として、昭和２３年（１９４８年）１２月

１０日の第３回国際連合総会において採択され、今年で採択７２周年になります。その１条に「全て

の人間は、生まれながらにして自由であり、かつ尊厳と権利とにおいて平等である。人間は、理性と

良心とを授けられており、互いに同胞の精神をもって行動しなければならない。」とあります。 

 国際連合は、「世界人権宣言」採択を記念して、採択日の１２月１０日を「人権デー」(Human Rights 

Day）と定め、加盟国に対して人権擁護運動を推進するためにさまざまなキャンペーンを実施するよ

うに呼びかけています。 

 日本では、「人権デー」を最終日とする１週間（１２月４日～１２月１０日）を「人権週間」とし

て、いろいろな啓発運動を実施し、自分の人権も人の人権も大切にすることを確認する機会にしてい

ます。今年の啓発活動重点目標～人権啓発キャッチコピー～は「『誰か』のこと じゃない。」です。

本校の学校教育目標である「やさしい子 かしこい子 たくましい子」の「やさしさ」は学校教育に

おける人権教育の指導の充実をも表しています。相手の気持ちになって考えられる「やさしい子」を

育てていきます。 

現在１１月に各学級で作成を呼びかけた「いじめ撲滅宣言（各学年代表）」を南校舎昇降口の掲示

板に掲示しています。この作成にあたっては、必ず「一人一人の児童が考えること」、「誰かがやって

くれるだろう。どうでも、いいや、ふーん、ではいけない」と放送朝会及び各学級で指導して作成さ

せたものです。保護者会や学校公開で御来校の際に、ぜひ御覧ください。各学年の代表に選ばれた標

語を御紹介いたします。 

 

  

8(金) 3学期始業式 給食始 4時間授業 
9(土) 学校公開 火曜時間割 4時間 

2年 馬頭琴鑑賞 6年 能楽教室 
12(火) 読書旬間始 5時間授業 委員会 
13(水) 4時間授業 
14(木) 避難訓練 

１年生「いじめのおそうじ。」 

２年生「いじめを いっしょになくそうよ。かなしい顔しないで えがおになろうよ!!」 

３年生「いじめを見たら、大きな声でたちむかえ！せいぎの心を もやすんだ!!」 

４年生「自分の中にいる 正義の味方、発動させよう!!!」  

５年生「誰もが誰かの 宝物 決して傷つけてはいけないよ。」  

６年生「その行動は本当に正しいのかな？ プラスの行動をしよう！」  

 



 

火災の恐ろしさを実感した煙体験（５年） 

１１月２７日の避難訓練後、煙体験を行いました。本校では、火事で発生する煙の恐ろしさを知り安全な避

難への理解を高めるために、石神井消防署の方に御協力をいただいて毎年５年生が体験をしています。 

当日は石神井消防署員の方が来校してくださり、体験用の煙(無害)を充満させた第二音楽室で、子供たちは

机でつくった道をたどってどのように逃げたらよいかを学ぶ体験をしました。 

まず消防署の方から「有害な一酸化炭素は空気よりも軽く上の方に行くため、低い姿勢で逃げることが大切

だ」という話をしていただきました。そして、避難時の合言葉である「お・か・し・も(おさない、かけない、

しゃべらない、戻らない)」を確認し、さらに「姿勢を低くし、ハンカチを口に当てること」「煙が充満し視界

が見えなくなるから、左手で机を触りながら進むこと」「有害でない煙を使っているから安心し、決して走ら

ないこと」などの注意事項を伺った後、教室に入って行きました。 

体験後、子供たちからは「部屋は真っ白で、目の前の机以外何も見えなかった。」「道のりが長く感じられ、

体験と分かっていても怖かった。」「体をかがめて進んだので、歩くのがとても大変だった。」「ドキドキした。

万が一火事などにあってしまったら今日の体験を生かしたい。」等の感想がありました。火災の恐ろしさを実

感する有意義な体験となりました。 

 

あいさつ運動  

 １１月２日（月）～６日（金）上石神井中学校と連携をし、「あいさつ運動」を行いました。４～６年生の

代表委員会を中心に、５年生・６年生の有志の児童、上石神井中学校の生徒会役員の生徒と、上石神井小学校

の東門・西門、昇降口、上石神井中学校南門、正門に立ち、今年度は「あいさつでうめよう心のディスタンス」

をめあてに取り組みました。生徒会の生徒がペットボトルキャップ回収も行ってくれました。小学生・中学生

が一緒に挨拶運動に取り組むことで、普段は関わりの少ない中学生とも交流することができました。お互いに

挨拶を交わす中で、挨拶について意識を高める機会となりました。これからも挨拶を続け、上石神井小学校・

中学校ともに、気持ちのよい挨拶のあふれる学校にしていきましょう。 

 

 

給食室から 
気温が下がり、空気が乾燥する冬は、インフルエンザやノロウイルスによる感染症が流行します。予 

防には、こまめな手洗い、食品の十分な加熱、そして食事と休養を十分にとり、免疫力を高めることが 

大切です。年末年始はイベントが多く、つい夜ふかししてしまいがちですが、規則正しい生活を心がけ 

ましょう。 

今年も残りわずかとなりました。今後も、子どもたちのたくさんの 

笑顔が見られるように、安心・安全でおいしい給食作りに取り組んで 

いきます。御家庭でも給食の話題を取り上げてみてください。 

 

 

 

１２月の生活目標  身のまわりの整理・整頓
とん

をしよう 

今月は、自分の身のまわりの整理・整頓
とん

を重点にします。自分の机やロッカーの中をいつもよりも意 

 識して整理するように、冬休み前には持ち物を計画的に持ち帰るように、声をかけていきます。今年は、 

新型コロナ対策で、主に自分の教室が中心ですが、感謝の気持ちを込めて丁寧に掃除していきます。 

このようにして、気持ちよく一年の締めくくりができるように取り組んでいきます。御家庭でも、 

すすんでお手伝いや仕事ができるよう相談して、家族の一員としての責任が果たせる機会をつくって 

いただければと思います。 


